
アグリビジネス創出フェア in 東海 Web展示

① (公社)農林水産・食品産業技術振興協会(JATAFF)の概要

② 「知」の集積による産学連携支援事業の概要 

③ 商品化・事業化支援事例「自動運転農業用ドローンの開発」

（以下はコーディネーターが研究開発、商品化・事業化を支援している研
究課題の一例）

④ 「木の酒の開発」

⑤ 「豚ロース・バラ自動脱骨装置研究開発」

⑥ 「イチジク株枯病抵抗性台木新品種『励広台1号』の開発」

（公社）農林水産・食品産業技術振興協会 
（JATAFF）



◆ 農業技術功労者表彰(昭和19年度～)

◆ 民間部門農林水産研究開発功績者

表彰(平成12年度～)

◆ 若手農林水産研究者表彰(平成17年

度～)

農林水産省 中小企業イノ

ベーション創出推進事業

（フェーズ3基金事業）

◆ 我が国におけるスタートアップ等の有する先端技術の

 社会実装を促進

育成者権の保護・活用の推進

農林水産･食品分野の産学官連携、研究開発の支援・社会実装に
関することは何でも当協会にご相談ください！      2024年9月版

〒100-0011

東京都千代田区内幸町1-2-1

日土地内幸町ビル2階

TEL 03（3509）1161

FAX 03（3509）1165

ホームページ
https://www.jataff.or.jp/

研究助成・先端産業技術の

開発など

研究開発の実施と推進支援

◆ 低コスト稲作等を目指した「新稲作研究会」の運営

 ◆ 民間育成水稲品種の評価試験

 ◆ 生産現場で技術経営の視点でものを考え、改善策を生み

出し普及させることを目的とした「農業MOT研究会」の運営

研究・技術開発に関する表彰

◆ ｢安全性・品質保証部会｣を設置し、食品

安全に関わるテーマを中心に、関係業界、

関係府省と情報交換

◆ ｢糖質・澱粉新技術部会｣を設置し、糖質、

澱粉および関連分野の産業界が抱える研究

開発上および事業推進上の課題を横断的

に共有し、その解決に取り組む

産学官の連携支援と

社会実装の促進

公益社団法人 農林水産･食品産業技術振興協会
Japan Association for Techno-innovation in Agriculture, Forestry and Fisheries （JATAFF)

政策提言

「知」の集積による産学連携の支援と

 新産業の創出

◆ 高度な専門的知識を有するコーディネーター約１４０名を

全国に配置し、地域における農林水産・食品分野の産学

連携活動を一体的に支援

・技術交流展示会（フェア）・技術シーズセミナーの開催

・分野別フォーラムの開催

・マッチング支援

・競争的研究費の申請支援など

知的財産の

保護・活用の促進

◆ 植物品種の海外流出防止のための総合的な事業の実施

◆ 「植物品種保護戦略フォーラム」の事務局として、育成者権

の侵害対策や活用に関する活動の実施

情報の発信・交換
セミナー
◆ 「技術情報交流セミナー」の開催

機関誌等
◆月刊誌 「JATAFFジャーナル」の発行

◆ メールマガジン「JATAFFニュース」の配信

◆ ホームページによる情報発信

◆ 植物品種保護、種苗産業振興等のあり方に関し、

農林水産省等に対して意見を具申

部会活動

当協会は、産官学の連携と広範な業際的交流を通じ、農林水産・食品分野における試験研究及び革新的な技術
開発並びに情報交流の促進に関する支援等を総合的に行い、農林水産・食品分野におけるイノベーションの促進
及び産業の振興に寄与することを目的に事業活動を行っています。

◆研究開発プラットフォーム(PF)の支援

・次世代育種技術研究開発PFのプロ

デューサー・事務局

・農林水産･食品産業ファインバブル

研究開発PFのプロデューサー

・Society5.0の実現に向けたデータ駆動

  型ソリューション研究開発PFの事務局



【連絡先】地域産学連携コンソーシアム代表機関 (公社)農林水産･食品産業技術振興協会(JATAFF) tel: 03-3509-1161 mail: renkei@jataff.or.jp

「産学連携支援事業」の紹介
～コーディネーター活用のススメ～

 産学連携支援事業とは コーディネーターによる支援活動

    商品化･事業化に向けた研究開発の悩みに
コーディネーターが応えます

全国各地域に相談窓口を設置

農林水産省では、農林水産・食品分野の高度な専門的知見
を有するコーディネーターを全国に配置し、民間企業等が
行う商品化・事業化に向けた研究開発や農林水産・食品分野
と様々な分野が連携した研究開発を促進するため「産学連携
支援事業」を実施しています。
約140名のコーディネーターが、全国各地の民間企業・

大学・試験研究機関等の皆様を対象に、産学連携による研究
開発を支援しています。

コーディネーターは、マッチング支援、研究開発資金の
紹介・取得支援、これに続く商品化・事業化支援等の活動を
無料で行っています。お気軽に各地域の相談窓口にご連絡
下さい。

農林水産･食品産業分野
産学連携支援サイト

https://agri-renkei.jp/

地域産学連携コンソーシアム



【連絡先】(公社)農林水産･食品産業技術振興協会(JATAFF) tel: 03-3509-1161 mail: renkei@jataff.or.jp

Business-Academia Cooperation Program

産学連携支援事業
～商品化・事業化の事例～

コーディネーターの一連の支援活動によって商品化・事業化に至った一例を

ご紹介します。

自動運転農業用ドローンの開発

株式会社ナイルワークスは、世界初のcm精度で完全自動

飛行する農業用ドローンを開発しました。ドローンに搭載した

専用カメラで作物の生育をリアルタイムで診断し、診断結果

に基づいた栽培管理を提案する生育診断クラウドサービスの

事業化を推進しています。

2018年度には｢第8回ロボット大賞(農林水産大臣賞)｣を

受賞、2019年より量産化モデル第一弾である新型機の販売

を開始しました。

コーディネーターの“ここがポイント！”

農林水産･食品産業技術振興協会コーディネーター 羽藤 公一

株式会社ナイルワークスのビジネスモデルを聴いたときに
｢必ず成功する｣と感じ、実際に実現することができました。
それは数々の経験に基づいて｢モノになるか否か｣を見極める

コーディネーターとしての目利きと、事業化に向けた具体的な
協業活動によるものでした。



世界初！木から造る「木の酒」の開発
〜山村振興に貢献する新産業創出を目指して〜

本研究は農研機構生研支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」の支援を受けて行っています。

国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所

Forestry and Forest Products Research Institute

問い合わせ先：(国研)森林研究・整備機構森林総合研究所企画部広報普及科広報係 kouho@ffpri.affrc.go.jp

「木の酒」の試験製造に取り組んでいる５樹種

ウッディ

杉樽の香り

フルーティ

甘い果実様の香り

「スギ」 「シラカンバ」 「ミズナラ」 「クロモジ」

ウッディ

ウイスキー樽の

香り

フローラル

柑橘系の爽やか

な香り

「木の酒」の安全性試験

・化学分析

残留農薬、重金属、カビ毒、有機溶剤（メタノール等）、
その他有害物

・変異原性試験

復帰突然変異試験（Ames試験）
染色体異常試験（哺乳類培養細胞）

・急性経口毒性試験

・反復経口投与毒性試験

ラット：単回投与2000mg/kg（体重）

ラット：日量投与2000mg/kg（体重）, 28日間

上記全試験において問題となるデータはないことを確認

森林総合研究所は世界で初めて木からお酒を造る技術を開発しました。この新技術によっ
て、樹木が固定した炭素からお酒という高付加価値な嗜好品ができるようになりました。
森林総合研究所は「木の酒」の技術開発によって、樹木の価値、魅力を高め、国産材需要、
山村振興、林業成長産業化の起爆剤となることを目指します。

「ヤマザクラ」
フルーティ

桜餅を連想させる

華やかな香り

丸太から「木の蒸留酒」までを一貫製造できる研究棟
を新設しました。
この施設は実証生産規模（木材2kg仕込み）ですが、全
て実生産規模（木材100kg仕込み）に拡大できる装置で
構成されています。
本施設は研究効率の向上だけでなく、「木の酒」の事
業化を希望する民間・団体への技術普及のための研修
場としても活用されます。

粉砕室倉庫酒造室

「木の酒」製造技術の普及拠点となる木質バイオマス変換新技術研究棟（通称：「木の酒」研究棟の新設

槙野式
粉砕機

チ
ッ
パ
ー

ビ
ー
ズ
ミ
ル

糖化・発酵
タンク

減圧
蒸留機



豚ロース･バラ自動脱骨装置研究開発
【令和４年度 イノベーション創出強化研究推進事業 開発研究ステージ･導入等実証強化型】

豚ロース･バラの脱骨は、低温下（10℃以下）でナイフを使う危険な作業であり、熟練が必要なため、深刻な人手不足を招いていることから、

ロボット自動脱骨装置の開発により人手不足の解消等を図り、食肉産業の発展に資する。

背景と目的

・低温下（10℃以下）の長時間労働

・ナイフを使う危険な作業

・熟練労働 … 熟練工養成が必要

肋骨12本

手作業での脱骨 肋骨を外したバラ肉

深刻な人手不足

自動脱骨装置の開発

研究内容（実施体制）

中課題１：ロボット３台直列による骨引き
処理技術の開発（(株)ニッコー）

謝辞：本研究は、農研機構生研支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」の支援を受けて行っています。 お問い合わせ先：食肉生産技術研究組合 TEL 03-5561-0786

熟練技術者の４倍の速度と同等の正確さで、豚ロース･バラの脱骨を１日あたり 1,000頭（145頭/時）処理できるロボット自動脱骨装置の開発

最終目標

①人手不足の解消 ②省力化によるコスト削減 ③ナイフによるケガの防止 ④低温下での衛生的な食肉処理による賞味期限の延長と豚肉輸出の拡大

期待される効果･貢献

中課題２：骨引きワイヤー強度･材質の研究

（北海道立総合研究機構、(株)ニッコー）

中課題４：現地実証（(株)ニッコー、食肉生産技術研究組合）

中課題３：I o T 技術を活用したロボット自
動脱骨装置の故障の事前予知技術の開発
（(株)ニッコー）

インターネットブラウザに故障予兆の結果を
表示し、突発的なメンテナンスの発生を防ぐ

自動脱骨装置のワイヤー固定機構を治具で再現
した状態で引っ張り強さを測定し、材質本来の
引っ張り強さで使用できる方法を研究

単腕ロボットによる骨引き処理の開発風景

実証試験を行い、実用化と製品化に向けて
豚ロース・バラ自動脱骨装置の評価を行う。

Moter

ロボットがワイヤーを骨に引っかける。その後に
モータでワイヤーを巻き取ることで骨引きする。

ロボット



桝井ドーフィン

蓬莱柿

イスキアブラック
ボルディードネーグラ

イヌビワ
励広台1号

接種後日数

枯
死
率
（％）

（選抜基準）
・株枯病抵抗性
・栽培品種との
接ぎ木親和性
・接ぎ木樹の収量と 
果実品質

本研究は，生研支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」で実施しました。
問い合わせ先：広島県立総合技術研究所農業技術センター果樹研究部 TEL 0846-45-5471

イチジク株枯病抵抗性台木新品種「励広台1号」の開発

研究成果

イヌビワとイチジクの種間交雑により株枯病抵抗性台木を開発して品種

登録出願し、その系統を用いたイチジク栽培手引書をとりまとめる。

図２. 「励広台1号」、イヌビワおよびイチジク品種の幼苗に
対する株枯病菌の土壌接種（各8～12個体を供試）

図３. 「励広台1号」に接いだ「桝井ドーフィン」の収量

株枯病被害

図１. 「励広台1号」の育成過程（破線で囲んでいるのはイチジク品種）

「励広台1号」として
品種登録出願BC1有望4系統を

で絞り込み

経営指標の
収量目標をクリア！

台木により被害回避

令和4年の秋から「励広台1号」に主要品種「蓬莱

柿」や 「桝井ドーフィン」の穂木を接ぎ木した苗の

販売開始！

令和5年度は令和4年度に比べて約4倍の苗木を

販売！

令和6年度以降は販売数がさらに増加の見込み。

「励広台1号」を利用した
栽培手引書を発刊

（実証実験で確認）

（接種実験で確認）

新たな株枯病抵抗性台木品種 

「励広台 1号」を活用したイチジク栽培手引書 

イヌビワと同等の

強い抵抗性あり！

広島県立総合技術研究所農業技術センター、
農研機構果樹茶業研究部門、
（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所、
福岡県農林業総合試験場豊前分場、
食品需給研究センター、
広島県果樹農業協同組合連合会

達成目標

成果の普及

研究グループ
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